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＜連絡事項＞

· 精神医学会の骨子の提出日が4/10締め切り。

· 4/19（火）六角堂際開催予定。デイケア利用者3名参加。本日の夕方までに飯野SGMに報告。

· 4/8（金）夕方、通所に人事異動する松川、佐々木が挨拶に来る予定。

· 本日、小坂　君子様　14：00～15：00面談予定。（担当：木村）

· 4/13（水）新入職員の事務員の桝舘晴彦、高橋真由美が1日ローテーション研修予定。

＜事例検討＞

四戸　冷子様（57）　主病名：統合失調症　合併症：糖尿病、聴覚障害、胆嚢腫瘍術後

利用開始年月日：H22.10.11（0年5ヶ月）　出席率：100％

検討内容　治療計画の見直し・今後の対応

治療計画
　①合併症の悪化防止の為、食事摂取状況の把握と運動の促しを行なう。

　②対人関係の強化をし、孤立化を予防する。

現状
①について

· 適切な食事量は摂取出来ている。

· 食前のウォーキングは低血糖の危険がある為、再三説明し、先月より食後にウォーキングする事に切り替えている。

· 動作が速く、歩行時に本人が振り返った際に、他者とぶつかることが多い。

⇒①転倒の危険がある為、何に注意すべきかを伝えることが必要。

　②ウォーキングマシーンを使用して運動を促す。

②について

· 本人が気に入らないメンバーに対して、嫌な顔をして指差ししてスタッフに教えている。

· 本人に伝える方法として、筆談でも通じない時があり。メンバーは分かっていて会話を受け流している様子見られている。

· 今後、青風荘の利用を継続であれば、青風荘メンバーとの関係が崩れないようにしていく必要がある。

· 本人の中で自分なりのルールがある為、助言しても受け入れない時がある。

· 外出した際は車が来ていても走り去ることがある。

今後の対応
· コミュニケーションを図る為の方法として、大きい音は少し聞こえるとの事で、口答、ジェスチャーで伝え、紙に筆談する。絵などを用いても良い。

今後の治療計画

1 継続　⇒　合併症の悪化防止の為、食事摂取状況の把握と運動の促しを行なう。

2 変更　⇒　コミュニケーションを図る為の方法を探り、孤立化の予防につなげる。

＜利用者様情報＞

中村　鶴子様～本人が痩せたいという件について、担当医より、来所時は毎回体重測定をし、BMIを算出し、通所の栄養士に現在のままでよい事を毎回伝えるようにと指示あり。

＜外来情報＞

大下　良悦様～本日よりリスパダールが止めとなっている。今後、精神症状の観察するように担当医より指示あり。

清水頭　翼様～次回、採血予定となっている。

四戸　冷子様～血圧高値の為、本日よりディオバン処方となっている。引き続き、血圧測定するように指示あり。

＜勉強会＞　『利用開始書類』

　例：青南花子様が4月18日から利用になるので指示箋をもらってください。

↓　※下記の書類を準備

1 指示箋

· 担当医に記入してもらう。

· 1部コピーし、コピーは外来カルテへ、原本は通所カルテに保管。

2 食事指示箋

· 担当医に記入してもらう。

・1部コピー、コピーは通所カルテへ、原本は病院栄養士が保管。

3 申し込み書・契約書

· 家族・本人に渡し、利用日までに提出してもらう。

· 第1・第2の連絡先は別の番号で記入してもらうのが望ましい。

・書類が提出されたら医事で割り印を押してもらい、左側は通所カルテへ、右側は本人へ渡す。

4 情報提供書

· 病棟・PSWが作成し、通所に提出してもらう。

5 デイケア録

・本人・家族・病棟・施設・外来から情報を集め作成する。

